
１　要　求　額

（単位：百万円）

％

％

％

（目的別・性質別歳出） （単位：億円、％）

２　当初予算額の推移（一般会計）

特 別 会 計
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0.3

△ 1.8

平成２４年度当初予算要求額の概要
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３　部局別の内訳（一般会計）
（単位：百万円）

４　要求内容の特徴 （単位：百万円）

○平成２３年度に引き続き２年連続の減（対前年  △11,741）

○行財政構造改革大綱２００８の取組状況（詳細は予算発表時に公表）
・ （ △15,329、△16.5% ）

→ （

・ （ △ 1,586、△ 3.1% ）

→ （

・ （ △   408、△ 0.2% ）

・ （ + 　   8、+　0.0% ）
→ （

○社会保障関係費の大幅な増加

・ （  ＋1,027、+　4.7% ）

・ （  ＋1,268、+　5.9% ）

・ （  ＋1,298、+　9.8% ）

・ （  ＋  578、+ 13.5% ）

○「第３次おかやま夢づくりプラン」に基づく主な要求事業

・東アジア総合プロモーション（要求額：66百万円）

・地震・津波緊急対策事業（要求額：42百万円）

・スポーツ岡山情報発信！スポーツ合宿による交流の郷推進事業（要求額：104百万円）

・太陽光・小水力発電の地産拡大促進事業（要求額：29百万円）

・誰もが安心！地域子育て応援事業（要求額：409百万円）

・おかやま次世代自動車技術研究開発プロジェクト（要求額：141百万円）

・儲かる次世代フルーツ等果樹産地育成対策（要求額：28百万円）

・国際バルク戦略港湾推進事業（要求額：45百万円）

・県立学校の耐震化の推進（要求額：1,509百万円）

・学校におけるグローバル人材の育成（要求額：26百万円）

区　　分

対前年同額、　 0.0%））

保健福祉部

農林水産部

産業労働部

環境文化部

総 務 部

県民生活部

15,956

648,456

△ 2,530

100.2

61,538 95.5

100.3

99.9

→

49,176

（※地方負担額ベースでは

後期高齢者医療費

28,358

98.2

98.5

101.6

内 部 管 理 経 費 27,699

158,034

→

教育委員会 158,164

660,197

人 件 費 217,994

50,762

98.2△ 11,741

一 般 施 策 費
31,932

92,846

合　　計

（※一般財源ベースでは

45,452

37,406

64,404

10,754

93.2

△ 5,202

△ 130

△ 2,866

67.4

警 察 本 部 12345,575

△　1,347、△　4.0%））

77,517
33,279

諸 局 2,8932,886 7

175

△ 1,720

3,953

11,170

増 減 額平 成 24 年 度 (B)/(A)

 (%)

100.2

平 成 23 年 度

要 求 額 (B)当初予算額 (A)

203,527 204,000

(B) － (A)

473

介護給付費負担金

217,586

4,024

10,995

△ 71

115,663

27,707

23,094→

→
23,29523,408

22,067

（※一般財源ベースでは

土 木 部

117,383

34,876

28,358

→
（災害復旧・国直轄を除く）

公 共 事 業 費

→ 14,549

21,329 → 22,597

児 童 手 当 費 4,283 → 4,861

△　  113、△　0.5%））

国民健康保険費 13,251
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要 求 の 主 な も の

※印の平成２４年度政策重点指針に係る重点事業等については、財政課ホームページに「重点事業調書」を掲載

しております。

財政課ホームページＵＲＬ （http://www.pref.okayama.jp/somu/zaisei/zaiseiy.htm）

（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（部局連携事業）

【一部新】

Ｅ 東アジア総合プロモ 65,233 66,110 東アジアをターゲットに、岡山空港を玄関口とし

※ ーションの推進 た観光客の誘客促進や農林水産物の販路拡大等を

《県民生活部、 進めるため、観光資源や高品質な農産物等の周知

産業労働部、 を図る総合的なプロモーションを行う。

農林水産部》

※要求額については、関係部の要求額の一部と重

複する。

（知事直轄）

【一部新】

Ｅ 地震・津波緊急対策 1,636 41,527 東海・東南海・南海の３連動地震に対して、国が

※ 事業 示す新たな被害想定に基づく各種対策を実施し、

《危機管理課》 県全体の防災力強化を図る。

・３連動地震における被害想定の設定

・水島コンビナート防災アセスメント調査

・総合防災訓練の拡充

【一部新】

Ｅ 地域防災力強化推進 8,450 20,900 自主防災組織の育成等、地域防災力強化のための

※ 事業 支援対策を実施する。

《危機管理課》 ・自主防災組織活動等への補助

・避難経路等への案内・誘導看板の設置

・災害備蓄品の整備

【新】

Ｅ 消防防災ヘリ拠点の 0 2,978 災害発生時のリスク分散を図るために、県消防防

※ 移転・整備事業 災ヘリの基地の移転・整備に係る調査・検討を行

《消防保安課》 う。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（総合政策局）

【一部新】

Ｅ 道州制・中四国州構 5,489 5,561 地方分権改革の推進に向け、基礎自治体としての

※ 想推進事業 市町村の自立力の向上を図るとともに、道州制に

《地方分権推進課》 ついての気運の醸成や中四国の連携強化、国の出

先機関の事務・権限移譲のための広域的実施体制

の整備に取り組む。

【新】

Ｅ みんなでワイワイ！ 0 2,605 県民参加型魅力発信ポータルサイトの構築や有識

※ 晴れの国おかやま情 者等を交えたミーティングの開催を通じ、岡山ブ

報発信事業 ランドの確立と魅力あふれる｢晴れの国おかやま｣

《公聴広報課、 の発信を県民総ぐるみで推進する。

政策推進課》 ・県民参加型魅力発信ポータルサイト「晴れの国

おかやま」の構築・運営

・みんなで発信！「晴れの国おかやま」キックオ

フミーティング（仮称）の開催

（総務部）

【一部新】

Ｅ 私立高校生等安心就 56,708 103,136 私立学校で安心して修学できるようにするため、

※ 学支援事業 納付金を県内平均の90%未満に抑え、保護者の経

《総務学事課》 済的負担を低減させている学校に対して、経常費

補助への加算を行う。

【一部新】

Ｅ 私立学校外国語教育 7,500 18,500 グローバル社会に対応するため、外国語によるコ

※ 強化支援事業 ミュニケーション能力の育成や異文化の体験な

《総務学事課》 ど、先進的な外国語教育等を実施する私立学校を

支援する。

【一部新】

Ｅ 私立学校耐震化促進 30,000 40,000 私立学校の耐震化を促進するため、従来の耐震診

※ 事業 断への補助に加えて、学校法人が実施する耐震補

《総務学事課》 強工事に要する経費の一部を補助する。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（県民生活部）

【新】

Ｅ 空港施設の耐震・防 0 17,518 岡山空港施設の耐震調査及び岡南飛行場施設の浸

※ 災対策事業 水被害軽減のための対策を講じる。

《航空企画推進課》

【新】

Ｅ 岡山情報ハイウェイ 0 39,024 岡山情報ハイウェイについて、災害対策の強化と

※ 安全性強化事業 回線の高速化等を図る。

《情報政策課》

【新】

Ｅ 岡山発！グローバル 0 3,844 国際感覚やコミュニケーション能力を養うため、

※ 人材育成事業 ネイティブスピーカーと一緒に英語を実際に使う

《国際課》 異文化体験ができるイベント等を実施する。

【一部新】

Ｅ アジアからの空路利 63,167 67,376 岡山空港の路線拡充とアジアからのインバウンド

※ 用促進事業 利用の大幅な増加をめざすためのインセンティブ

《航空企画推進課》 となる施策を実施する。

【一部新】

Ｅ 中山間地域等活力創 600,000 600,000 買い物しやすい環境づくりや移住体験ツアーの実

※ 出支援事業 施など、ソフト・ハード両面から中山間地域等の

《中山間・ 活性化に総合的に取り組む。

地域振興課》

Ａ 県知事選挙執行費 0 857,447 県知事選挙（平成２４年１１月１１日任期満了）

Ｅ 県知事選挙臨時啓発 に要する経費。

費

《市町村課》
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（環境文化部）

Ｅ おかやま県民文化祭 36,539 47,001 国民文化祭の成功を契機にグレードアップさせた

※ 開催事業 「おかやま県民文化祭」について、メインフェス

《文化振興課》 ティバルの内容の充実を図り、地域フェスティバ

ルも各地域の特色を引き出しながら実施する。

Ｅ 岡山芸術回廊 12,200 44,598 平成２３年度のプレ開催を踏まえ、カルチャーゾ

※ 《文化振興課》 ーン一帯において、県内外の作家によるアート作

品の屋外展示やパフォーミングアーツ等を開催す

る。

【一部新】

Ｅ おかやま文化創造発 7,543 12,392 文化団体の活動を活性化させるとともに、文化の

※ 信事業 担い手となる若者や子どもたちの芸術文化の鑑賞

《文化振興課》 機会の拡充を進めるほか、文化に関する情報発信

を行う。

【新】

Ｅ 岡山県スポーツ推進 0 1,500 スポーツ基本法の基本理念に鑑み、本県のスポー

※ 条例（仮称）の制定 ツ推進の理念等を定めた「岡山県スポーツ推進条

及び岡山県スポーツ 例（仮称）」を制定するとともに、「岡山県スポ

推進基本計画（仮称） ーツ推進基本計画（仮称）」を策定する。

の策定

《スポーツ振興課》

【新】

Ｅ おかやまマラソン 0 12,436 市民参加型の新規フルマラソン大会の開催に向け

※ （仮称）基本構想策 た検討等を進める。

定等事業

《スポーツ振興課》
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

【新】

Ｅ スポーツ岡山情報発 0 104,024 スポーツを活用した地域の一体感の醸成と岡山県

※ 信！スポーツ合宿に の全国に向けた情報発信を図るため、なでしこジ

よる交流の郷推進事 ャパンのロンドンオリンピック事前合宿を誘致す

業 るとともに、スポーツ合宿による交流拠点施設と

《スポーツ振興課》 して美作ラグビー・サッカー場の機能の強化を図

る。

【新】

Ｅ チーム岡山次世代指 0 3,795 将来を見据えた指導者を養成するため、世界、全

※ 導者養成事業 国の舞台で活躍できるアスリートの育成に必要な

《スポーツ振興課》 指導方法を習得できるよう研修会への派遣等を行

う。

【新】

Ｅ 太陽光・小水力発電 0 28,800 一般住宅の太陽光発電・効果的な省エネ設備等に

※ の地産拡大促進事業 よるエネルギーの高度利用や、小水力発電の調査

《地球温暖化対策室》 事業等を支援することにより、太陽光発電・小水

力発電の導入を促進する。

【新】

Ｅ ＥＶのあるスマート 0 3,556 電気自動車の普及拡大を図るため、その有効活用

※ な暮らし・地域おこ によるスマートライフの実現や地域振興につなげ

しモデル事業 る取組を支援する。

《地球温暖化対策室》

【一部新】

Ｅ ツキノワグマ保護管 5,040 9,484 人とツキノワグマが共存できる仕組みづくりを進

※ 理体制強化事業 めるため、第４次ツキノワグマ保護管理計画に基

《自然環境課》 づき、保護管理体制の強化を図る。

【一部新】

Ｅ タンチョウ将来構想 2,560 28,228 県北地域へのサブセンターの整備に対し助成する

※ 推進事業 とともに、タンチョウを活用した環境教育の推進

《自然環境課》 や野外調査を行う。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（保健福祉部）

【新】

Ｃ 中山間地域等におけ 0 68,015 高齢者が住み慣れた地域で自立した生活が送れる

※ る在宅医療・介護の よう、在宅医療・介護を支える人材の育成や基盤

推進 の整備等を行う。

《医療推進課》

【新】

Ｃ 災害時要援護者支援 0 32,050 災害時要援護者が避難する福祉避難所の設置や障

・ 促進事業 害のある人の緊急受入ができる防災拠点スペース

Ｅ 《保健福祉課、 の整備を支援する。

※ 障害福祉課》

【一部新】

Ｃ 誰もが安心！地域子 387,567 409,256 地域の子育てを充実させるため、保育所の延長保

・ 育て応援事業 育などの支援に加え、新たに「おかやま地域子育

Ｅ 《子ども未来課》 て支援拠点」の設置促進等に取り組む。

※

【一部新】

Ｅ 新生児マス・スクリ 24,780 36,285 先天性の疾患を新生児期に発見するため、一度に

※ ーニング強化事業 多数の疾患を検査できるマス・スクリーニング検

《健康推進課》 査を従前の検査に追加して実施する。

Ｃ 高い医療水準を県下 3,620,903 3,000,626 地域医療の再生を推進するため、医師確保・医療

※ 全域に波及させる事 提供体制の整備に加え、地域医療連携ネットワー

業 クの構築等に取り組む。

《医療推進課》

【一部新】

Ｅ 「健康おかやま２１」 71,892 56,556 県民がいきいきとした生活を送れるよう、県健康

※ 等の推進 増進計画である「健康おかやま２１」に沿った県

《健康推進課》 民の心と体の健康づくりの支援等を行う。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

【一部新】

Ｄ 食の安全・安心の推 86,527 82,772 食の安全・安心のための施策を一体的に展開す

・ 進 る。

Ｅ 《生活衛生課》 ・協働による施策推進/食の安全の理解促進

※ ・食品関連施設への監視指導等

・食品検査の充実強化

【一部新】

Ｃ 障害のある人の地域 77,657 81,635 障害のある人が、地域で適切なサービスを受けな

・ 生活を支える施策の がら、安心して自立した生活を送ることができる

Ｅ 推進 よう、発達障害児（者）支援体制の強化等に取り

※ 《障害福祉課》 組む。

Ａ 児童手当費 4,283,056 4,861,027 改正児童手当法等に基づき、市町村が子どものた

《子ども未来課》 めの手当等を支給するために要する経費の県負担

に要する経費。

Ａ 後期高齢者医療費 22,067,412 23,093,582 高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、岡山

《長寿社会課》 県後期高齢者医療広域連合が行う医療給付、保険

料軽減等に要する費用の県負担に要する経費。

Ａ 介護給付費負担金 21,329,407 22,597,263 介護保険法に基づき、保険者（市町村）が行う介

《長寿社会課》 護給付等及び地域支援事業に要する費用の県負担

に要する経費。

Ａ 国民健康保険費 13,250,941 14,548,657 国民健康保険制度の運営の安定化を図るために要

《長寿社会課》 する経費。

（産業労働部）

【一部新】

Ｅ 西日本ゴールデンル 27,362 26,801 東アジアをターゲットに、外国人観光客誘致を促

※ ート開発事業 進するため、「東京－大阪」に代わる新たな観光

《観光課》 ルートを開発し、トップセールスをはじめとした

総合的なプロモーションを展開する。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

【一部新】

Ｅ アジアの需要を掴 35,845 26,923 アジアにおける県内中小企業の販路拡大を図るた

※ め！支援事業 め、現地商談会の開催やジーンズ展示会への県ブ

《産業企画課、 ース設置等を行う。

産業振興課》

Ｅ アジアに根を張れ！ 13,504 12,798 アジアでの販路開拓や、生産拠点・事業所設置を

※ 支援事業 現地で支援するため、上海事務所及び複数の国に

《産業企画課》 海外ビジネスサポートデスクを設置する。

【一部新】

Ｃ おかやま次世代自動 63,823 141,416 岡山モデルＥＶの製作を通じて、県内企業の強み

※ 車技術研究開発プロ を生かした技術開発を推進し、国際競争力のある

ジェクト 次世代自動車産業クラスターへの発展を図る。

《産業振興課、

工業技術センター》

Ｅ 晴れの国おかやま企 8,853 9,403 本県への立地を促進するため、安全で安定性の高

※ 業誘致促進事業 い操業環境や優遇措置などをＰＲすることにより

《企業立地推進課》 強力に企業誘致及びメガソーラーの誘致を図る。

【一部新】

Ｅ 円高に対する中小企 6,242 16,662 円高の影響を受ける中小製造業者の県内設備投資

※ 業の競争力強化対策 に対して、低利で融資・設備貸与を行う制度の創

の推進 設等を行う。

《経営支援課》

Ｅ 建設業支援対策事業 34,692 7,652 建設業の新分野進出を支援するため、建設業経営

※ 《経営支援課》 ・職業相談センターを設置する。

【新】

Ｅ スマートタウン構想 0 6,230 新エネルギーやＥＶを活用した、スマートなエネ

※ 推進事業 ルギーシステムの構築など、エネルギーの地産地

《産業企画課》 消による新たな地域づくりを進める。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

【一部新】

Ｅ 新エネルギーイノベ 26,405 32,800 環境・エネルギー分野において、産学官連携によ

※ ーション推進事業 る新技術、新製品の研究開発を推進し、新たな産

《産業振興課》 業の創出に取り組む。

【新】

Ｃ ライフイノベーショ 0 13,541 ロボットスーツＨＡＬなどライフイノベーション

※ ン推進プロジェクト 関連の製品開発等を支援し、県内ものづくり企業

《産業振興課》 の開発力向上等を図る。

【一部新】

Ｅ 「晴れの国岡山」観 4,728 6,297 美作国建国１３００年記念事業のプレイベント等

※ 光情報発信事業 を活用した周遊型・滞在型旅行商品開発を支援す

《観光課》 るとともに、ご当地グルメ等を活用した地域発観

光の取組を強化する。

Ｅ 中小企業金融対策費 373,742 348,657 中小企業向け融資制度を取り扱う金融機関等に対

《経営支援課》 する利子補助等を行う。

Ｅ 緊急雇用創出事業費 5,549,274 1,934,563 岡山県緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用し

《緊急雇用対策室》 て、震災及び円高の影響による失業者の雇用の創

出を図る。

（農林水産部）

【新】

Ｃ 農業用ダム緊急調査 0 12,000 県下の農業用ダム31か所のうち耐震設計基準制定

※ 事業 前に県が築造した２か所のダムについて、緊急調

《耕地課》 査を実施し、安全性の検証を行う。

【新】

Ｂ 基幹土地改良施設防 0 27,333 児島湖及び黒木ダムについて、豪雨等の被害を防

※ 災情報発信事業 止・軽減するため、水位・放流等の情報を公表す

《耕地課》 るシステムの開発等を行う。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

【一部新】

Ｅ 農林水産物ブランド 30,471 25,366 「岡山ブランド」の確立を目指し、首都圏及び海

※ 化推進事業 外において積極的な宣伝・販売活動を展開すると

《農政企画課、 ともに、農産物等の輸出に向けたアジア地域での

畜産課》 拠点づくりと市場開拓を行う。

【新】

Ｅ 儲かる次世代フルー 0 27,500 次世代フルーツの生産拡大を加速させ、新ブラン

※ ツ等果樹産地育成対 ドの確立を目指すとともに、需要開拓や、首都

策 圏・海外へのＰＲを積極的に展開する。

《農産課》

【新】

Ｅ 県産ヒノキ販路拡大 0 16,490 県内のヒノキの需要拡大を図るため、販路開拓や

※ 等推進事業 新用途の開発等を行う。

《林政課》

【新】

Ｅ 地域力を生かした６ 0 9,100 ６次産業化や農商工連携の取組を波及・定着させ

※ 次産業化・農商工連 ていくため、コーディネートの強化・人材の育

携支援事業 成・販路拡大等の支援策の充実を図る。

《農林水産総合

センター》

【新】

Ｃ 有害獣捕獲強化緊急 0 14,720 農林水産被害の低減のため、イノシシ等有害獣の

・ 対策事業 駆除を重点的に行うとともに、狩猟者の確保支援

Ｅ 《農村振興課》 対策と捕獲獣の処理対策を併せて推進する。

※

【新】

Ｅ 新規就農総合支援事 0 210,000 青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るた

業 め、就農前の研修期間（２年以内）及び経営が不

《農産課》 安定な就農直後（５年以内）の所得を確保する給

付金（1,500千円／年）を交付する。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

Ｅ おかやまの木で家づ 40,000 40,000 県産材の需要拡大を図るため、主要構造部材に県

くり推進事業 産乾燥材を使用して木造住宅を建設しようとする

《林政課》 者に対して１戸当たり200千円を助成する。

（土木部）

【新】

Ｃ 木造住宅耐震改修促 0 5,090 住宅の耐震化を促進するため、木造住宅の耐震改

※ 進事業 修補助を行う市町村に対する県の補助限度額を引

《建築指導課》 き上げる。

【新】

Ｅ 国際バルク戦略港湾 0 44,950 「国際バルク戦略港湾」に選定された水島港の整

※ 推進事業 備に向け、港湾計画の変更等を行う。

《港湾課》

【一部新】

Ｅ 岡山後楽園魅力向上 50,000 68,311 後楽園の魅力向上を図るため、文化財庭園の保存

※ 事業 整備や賑わい創出のための事業を実施する。

《都市計画課》

【新】

Ｅ 県立都市公園施設長 0 100,434 総合グラウンド及び倉敷スポーツ公園の長寿命化

※ 寿命化対策事業 計画を策定するとともに、公認継続に向けた総合

《都市計画課》 グラウンド陸上競技場等の改修を行う。

Ｂ 海岸保全施設整備事 1,553,000 1,812,000 高潮等による被害から地域住民の安全を確保する

業 ため、堤防・護岸等の新設・補強を行う。

《防災砂防課、

港湾課》
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（警察本部）

【新】

Ｅ 防災緊急対策事業 0 31,169 東日本大震災の教訓を踏まえ、災害発生時に被災

※ 《会計課、 者の救命救助活動等を迅速に行うための対策を講

交通規制課、 じる。

警備課》 ・臨時災害警備対策本部設置時の必要資機材の整備

・救命救助活動用資機材の整備

・警察施設自家発電設備調査

・可搬式発動発電機の増強整備

【一部新】

Ｅ 犯罪の起きにくい社 4,400 4,401 犯罪の起きにくい社会づくりを推進するための対

※ 会づくり推進事業 策の充実・強化を図る。

《生活安全企画課》 ・防犯グッズの提供支援等を行う企業を公募し、

官民協働での活動を推進

・犯罪抑止のためのネットワーク整備をさらに推進

・空き巣等侵入犯罪対策を建築業界団体等と研究

し、その成果を社会に還元

【一部新】

Ｅ 高齢者交通安全対策 8,643 8,015 交通安全指導の受講機会の少ない高齢者に対する

※ 事業 交通事故防止対策を講じる。

《交通企画課》 ・高齢者と接する機会の多い医師、看護師等によ

る「交通安全ひと言アドバイス」等

・運転者に対して、運転免許の自主返納を促すた

めの「おかやま愛カード」普及促進活動

・歩行者・自転車利用者に対して、民生委員児童

委員による戸別訪問指導等

Ｃ 倉敷警察署建替整備 1,064,433 1,357,351 築後４７年（昭和３９年６月建築）が経過する倉

事業 敷警察署の現在地での建替整備（３カ年目）を行

《会計課》 う。（平成２５年６月完成予定）
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度
事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

（教育委員会）

Ｃ 県立学校の耐震化の 2,802,525 1,509,197 県立学校の耐震化について、27年度末までの完了

・ 推進 を目指し、実施設計及び補強工事を実施する。

Ｅ 《財務課》 ・耐震補強工事実施設計 75棟（20校）

※ ・耐震補強工事 23棟（16校）

※上記のほか、11月補正において約10億円、２月

補正においても別途前倒しを検討中。

【一部新】

Ｃ 防災教育の推進 0 9,087 防災教育に関する教材の開発や災害時にボランテ

・ 《保健体育課、 ィアとして活動できる人材の育成など、学校、地

Ｅ 生涯学習課》 域での防災教育の推進を図る。

※

【一部新】

Ｃ 確かな学力の向上 46,895 42,361 確かな学力の向上を推進するため、学力・学習状

※ 《指導課》 況調査等を行う。

Ｃ 特別支援学校施設の 232,525 1,444,702 児童生徒の急増に対応するため、倉敷地域等新設

※ 整備 特別支援学校の整備を行う。（24～25年度：建築

《特別支援教育課》 工事）

【一部新】

Ｅ 特別支援教育の推進 9,683 11,360 障害のある児童生徒が自立して社会参加する資質

※ 《特別支援教育課》 を養うために必要な特別支援教育の推進と体制の

整備を図る。

【一部新】

Ｃ 科学技術教育の推進 11,461 15,922 子どもたちの科学や自然に対する興味・関心を高

※ 《指導課》 める科学的素養を養うとともに、国際舞台で活躍

できる人材輩出を目指した取組を推進する。
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（単位：千円）

分 平成23年度 平成24年度

事 業 名 説 明

類 予 算 額 要 求 額

【新】

Ｃ 学校におけるグロー 0 25,876 グローバル化の進展に対応できる人材の育成を目

※ バル人材の育成 指し、英語教育の充実や生徒の留学促進等を図る。

《指導課》

【一部新】

Ｃ 落ち着いた学習環境 227,839 235,466 不登校や問題行動等の改善を図るため、家庭への

※ の実現 働きかけやスクールカウンセラーの重点配置等に

《指導課 より、問題の未然防止を図る。

生徒指導推進室》


